
教育研究データ 

１．氏名 坂井 晶子 

２．生年月日 9 月 10 日 

３．取得学位 修士（保健福祉学） 

４．教育業績 

教育上の能力に関する事項 年月 概要 

（１）教育内容・方法の工夫 

 

2019 年 4

月 

①コメントペーパーを用いて授業に関する学

生からの質問・意見・要望を受け付け，次回授

業時に応えている。 

②オフィスアワーを設け，授業内容や社会福

祉士・介護福祉士国家試験に関する質問に応

じている。 

③自主ゼミにおいて、社会福祉士国家試験に

関する講義をしている。 

（２）教育方法・教育実践に関す

る発表，講演等 

 

2018 年 5

月～2020 

年 3 月 

2019 年 8 

月 

 

2019 年 10

月 

 

 

 

2019 年 11

月 

①広島県介護支援専門員研修において、「更

新・専門研修Ⅰ．Ⅱ」「実務者研修」の研修講

師を行う。 

②シティ カレッジにおいて、『人生 100 歳時

代楽しく生きる～「幸せ」について～』につい

て、一般市民に講演する。 

③広島市中区主任介護支援専門員更新研修に

おいて『地域に活かすコーチング ～動機付

け～』『地域に活かすコーチング ～伝え方

～』について、主任介護支援専門員へ講義を行

う。 

④広島市佐伯区介護支援専門員研修において

『ケアマネジメント実践を地域ネットワーク

作りに活かす』について、介護支援専門員へ講

義を行う。 

５．研究業績 

（１） 著書 

 

単著 

共著 

の別 

発行

の 

年月 

発行所 

①①広島県介護支援専門員 実務従

事者 更新研修・専門研修 課程Ⅰテ

キスト 

共著 

 

2015

年 4

月 

NPO法人広島県介護支援専門員協会 

②介護のための『教育学』 共著 2017 あいり出版 



 年 1

月 

（２）学術論文 

 

単著 

共著 

の別 

発行

の 

年月 

掲載紙および巻/号，頁 

 

①居宅介護支援事業所における介護

支援専門員の郵送調査による職員基

本属性の把握調査 

共著 2014

年 3

月 

「介護福祉研究」（第 21 巻第 1 号）

43-47 

②学生相談室における支援活動の現

状と課題 

共著 2016

年㋂ 

「広島文教女子大学高等教育研究」

（第 2 号）97-106 

③「広島市 8.20 豪雨・土砂災害にお

ける被災者支援」 

単著 

 

2017

年㋂ 

「人間福祉研究」（第 15 号）1-10 

 

④eラーニングを活用して事例検討か

ら学ぶ ケアマネジャーの現任教育 

共著 

 

2018

年㋂ 

「日本在宅ケア学会誌」（第 21 巻第

2 号）59-66 

⑤介護支援専門員によるケアマネジ

メント業務の自己評価に関連する要

因の検討 ー介護支援専門員の属性

と自己学習行動に焦点を当ててー 

共著 

 

2018

年㋂ 

 

「ケアマネジメント学」（第 17 号）

57-64 

（３） 研究・作品発表 

 
発表の

年月 

発 表

学 会

等 

 

①医療依存度が高い利用者のケアマ

ネジメント実務と研修ニーズ 

2014 年 11 月 第 19 回日本在宅ケア学会学術集会 

（於九州大学） 

②主任介護支援専門員と介護支援専

門員の業務実態と研修ニーズ関連 

2015 年 7 月 第 20 回日本在宅ケア学会学術集会

（於一橋大学） 

③広島市 2014.8.20 豪雨・土砂災害に

おける介護支援専門員による「利用者

支援活動の実態 

2016 年 6 月 第 15 回日本ケアマンジメント学会

（於北九州国際会議場） 

④The Effect of the Participation of 

Care Managers in Community Care 

Meetings on Collaboration of the 

Specialist Teams and Self 

Evaluation of Job 

2016 年 8 月  5th World Congress of Clinical 

Safety (5WCCS) 

(by BOSTON.USA) 

 

⑤在宅ケアマネジメントにおける多

職種連携行動の検討 

2019 年 6月 第 18 回日本ケアマンジメント学会

（於東北大学） 

 

（４）所属学会   



①日本ケアマネジメント学会 

②日本在宅ケア学会 

③中国四国介護福祉学会 

④人間福祉学会 

⑤日本認知症ケア学会 

 

 


